







Consultations for teachers in elementary schools :
Sense of effectiveness of teachers in charge of school counseling
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１．関係促進スキ
ル尺度得点































































































n 40 18 24
MEAN 2.40 2.08 2.98 27.17*** ④＞②＞③
SD 0.44 0.36 0.40
***p＜.001
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有効感の平均値
Fig.１ 教育相談担当者の介入・アセスメントスキル群の評価とコンサルテーション有効感尺度得点との
関連
コンサルテーション有効尺度得点
介入＝アセス・低群
18名
高
低
低
低
低
高
高
高
介入＞アセス群
0名
介入＜アセス群
40名
介入＝アセス・高群
24名
情報収集・アセスメント段階
におけるスキルの方が評価が
高い教育相談担当者が多い
群全体
Fig.２ 教育相談担当者による介入・アセスメントスキル群ごとのコンサルテーション有効感尺度得点と
その推移（小林,2009を参考に作成）
係促進スキルとアセスメントスキルは，相関が高
かった。教育相談担当者が支援をうける教師と関
係作りがしやすいとすれば，それはすなわち，情
報収集やアセスメントもしやすいということにな
る。つまり，コンサルテーションの初期段階につ
いては，教育相談担当者は比較的スムーズにその
業務を行えているのではないだろうか。
しかし，その次の段階である介入スキルについ
ては，コンサルテーション有効感と強い相関が見
られたにもかかわらず，介入スキルを高く自己評
価している者は少なかった。小林（2009）は，コ
ンサルタントの介入段階におけるスキルをいかに
高めるかが，コンサルタントの問題解決スキルに
おける大きな課題となっていると述べている。教
育相談担当者も同じことが言えるだろう。
質問紙の自由記述欄には，「教育相談の専門知
識がないので，自分の経験的な面からの支援しか
できていない」，「私より他の教師がいろいろ知っ
ていると思うので，コンサルテーションの場で自
分の考えに自信が持てない」など教育相談担当者
の自信のなさがうかがえる記述もみられた。教育
相談担当者が介入段階において自信を持って取り
組めるように，子どもの問題やその支援方法に関
するより専門的な知識を学ぶ研修の場が必要であ
ると考えられる。
また，学校の教育相談体制の中で教育相談担当
者の役割や立場を明確化し，コンサルテーション
において介入しやすくするような組織作りも重要
であろう。
本研究では，小学校，中学校，高等学校など校
種別の調査や教育相談担当者の詳しい属性（職種
「教諭」「養護教諭」「特別支援コーディネーター」
の記入，経験年数の記述など）の調査を行ってい
なかったので，詳細な分析ができなかった。今後
の課題としたい。
また，教育相談担当者のコンサルテーションの
認識度によって，コンサルテーションスキルやそ
の有効感にどのような傾向が見られるかについて
も検討していく。さらに，教育相談担当者自身に
よる評価だけではなく，一般の教師による教育相
談担当者のコンサルテーションへの評価や SCと
の比較などについても分析していくことが必要で
あろう。
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